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Autonomousなデータベースを
体験しよう

⽇本オラクル株式会社
クラウド事業戦略統括
データベースソリューション部

Autonomous Database Hands-On
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以下の事項は、弊社の⼀般的な製品の⽅向性に関する概要を説明する
ものです。また、情報提供を唯⼀の⽬的とするものであり、いかなる
契約にも組み込むことはできません。以下の事項は、マテリアルや
コード、機能を提供することをコミットメント（確約）するものでは
ないため、購買決定を⾏う際の判断材料になさらないで下さい。オラ
クル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期に
ついては、弊社の裁量により決定されます。

2

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその⼦会社、関連会社の⽶国及びその他の国における登録商標です。
⽂中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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Program Agenda

Autonomous Database 概要

Lab 1) Sign-in to Oracle Cloud Infrastructure Console

Lab 2) Provisioning an Autonomous Database

Lab 3) Loading Data from Object Storage
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Autonomous Database Cloud
業界初のカテゴリ : ⾃律型データベース

4

Self-Driving
︓⾃⼰稼働

コストを削減
⽣産性を向上

Self-Securing
︓⾃⼰保護

外部（内部）攻撃からの保護
フル暗号化

Self-Repairing
︓⾃⼰修復
ビジネスの稼働・
継続を⽀える
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Oracle Databaseの進化
数千⼈/年をデータベースの⾃動化と最適化に投資。40年以上

5

• Automatic Query Rewrite
• Automatic Undo Management

• Autonomous Health Framework 
• Automatic Diagnostic Framework
• Automatic Refresh of Clones

• Automatic SQL Tuning 
• Automatic Workload Capture / Replay
• Automatic SQL Plan Management
• Automatic Capture of SQL Monitor
• Automatic Data Optimization

• Automatic Memory Management 
• Automatic Segment Space Mgmt
• Automatic Statistics Gathering
• Automatic Storage Management
• Automatic Workload Repository
• Automatic Diagnostic Monitor 

• Automatic Columnar Flash
• Automatic IM population
• Automatic Application Continuity

9i 10g
11g

12c

18c
• Automatic Indexes

19c
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Exadataの進化
直近10年間、⾼性能/⾼可⽤性を追求

6

• Smart Scan
• Infiniband Scale-Out

• Database Aware Flash Cache
• Storage Indexes
• Hybrid Columnar Data

• IO Priorities
• Data Mining Offload
•Offload Decryption

• Direct-to-wire Protocol
• JSON and XML offload
• Instant failure detection

•Network Resource Mgmt
• Prioritized File Recovery

• In-Memory Columnar in Flash
• Smart Fusion Block Transfer

• Exadata Cloud Service

2008

2018
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One Autonomous Database –Two Deployment Choices

ORACLE
AUTONOMOUS

DATABASE

Autonomous 
Transaction Processing

Autonomous 
Data Warehouse
データ分析処理に最適化：

データウェアハウス、データマート、
データレイク、機械学習

OLTPおよび混合ワークロードに最適化：
トランザクション、バッチ、レポーティング、

IoT、アプリケーション開発、機械学習
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アプリケーション開発を強⼒にサポートするツール群
インスタンスを作成すれば、すぐに利⽤可能

8

機械学習アナリティクス
Notebook

ビジネスインテリジェンス
Data Visualization Desktop

Webアプリ開発
Application Express : APEX 

API開発
Oracle Rest Data Services

簡易データ操作
SQL Developer Web

Service Console
SQL Monitor / Performance Hub
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動作確認済ツール

• BI / Visualization
– Alteryx Designer / Business Objects / Cognos / Domo / Looker / Microsoft Power BI 

/ MicroStrategy / Qlik Sense Desktop / Qlik Sense Server / SAS Access / Tableau 
Desktop / Tableau Server

• Data Movement
– Data Virtuality Pipes / Data Virtuality Platform / IBM DataStage / Informatica 

Powercenter / Talend / WanDisco

• Driver
– DataDirect / Simba

インスタンスを作成すれば、すぐに利⽤可能 (2019/7)

9
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Lab 1
Sign-in to Oracle Cloud 
Infrastructure Console
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本章（Lab 1）について

• 本章では下記の内容を実施いただきます
–Oracle Cloudへのサインイン
–メニューの表⽰／操作の確認
–コンパートメントの作成
–リージョンの設定

11
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サービスメニューへのアクセス

ブラウザから
https://cloud.oracle.com/ja_JP/homeに
アクセスし、お持ちのクラウドアカ
ウントを使ってサインインします

① Sign Inをクリックします
② クラウドアカウント名（テナント

名）を⼊⼒します
③ 「Next」をクリックします
④ クラウドユーザー名とパスワード

を⼊⼒して「サイン・イン」をク
リックしてください。

12

https://cloud.oracle.com/ja_JP/home にアクセス

①

②

③

④

https://cloud.oracle.com/
https://cloud.oracle.com/ja_JP/home
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メニュー画⾯の使い⽅

① 画⾯左上のメニューボタンを押すと
メニューリストがスライドインして
きます
（⾚点線の枠内）

② メニューリスト左端のスクロール
バーを上下させることで、下⽅にあ
る（⾒えない）サービスを表⽰させ
ることが可能です

③ リージョン（データセンター）の選
択が可能です

④ 表⽰⾔語の設定が可能です
（画⾯はEnglish表⽰になっていま
す）

⑤ ユーザー関連の確認/設定が可能です
ユーザ名の表⽰・パスワード変更 等

13

こちらの画面から各種サービスの作成／設定が可能です

①

②

③ ④ ⑤
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利⽤可能なリージョンの設定 クラウドアカウントのデフォルトでは
Home Regionのみが利⽤可能です。
下記設定によって他のリージョンも使⽤可
能になります。
① リージョン選択メニューを表⽰します

左上のメニューボタンをクリックします
② 「Manage Regions」をクリックします
③ Regions選択画⾯よりSubscribeしたい

リージョンの「Subscribe To This Region」
をクリックします

④ 有効になると緑⾊で表⽰されます
※⼀度ログアウト／ブラウザを終了させ
て再ログインしてください

利⽤可能なリージョンを追加しても課⾦に
は影響ありません。

②

③

①

④
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ASHBURN, VAPHOENIX

FRANKFURT

Oracle Cloud Infrastructure Region Footprint(Today)

SYDNEY

CHICAGO
TORONTO

SAO PAULO

TOKYOSEOUL

ZURICH

OSAKA

LONDON

Commercial

Government
Planned Commercial

Planned Government

MUMBAISAUDI ARABIA
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Oracle Cloud Infrastructure

リージョン - Phoenix リージョン - Ashburn
テナンシ (Tenancy) = ルート・コンパートメント (Root Compartment)

コンパートメントA

コンパートメントについて
• コンパートメントとは
– OCIリソースの集合体を作る

ことができる論理的な区分け
– 最上位(root)のコンパートメ

ント = テナンシ(tenancy)
– コンパートメントは階層化で

きる(最⼤6層)

• 利⽤⽬的
– リソースに対するアクセス権

制御の効率化
– 課⾦の管理、トラッキングの

効率化

16

コンパートメントB

インスタンスA インスタンスB インスタンスC インスタンスD

コンパートメントC

インスタンスI インスタンスJ インスタンスK インスタンスL

インスタンスE インスタンスF インスタンスG インスタンスH
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コンパートメントの作成
各サービスを利⽤者の管理しやすい単位に
分割して管理するためのコンパートメント
（区画）を作成することが可能です
（コンパートメントを作成しない場合は
root直下にサービスが作られます）
① メニューから「Identity」-

「Compartments」を選択します
② 「Compartments」画⾯にて、

「Create Compartment」を
クリックしてください

③ 「Create Compartment」画⾯にて、
NAME（コンパートメント名）を
⼊⼒して「Create Compartment」を
クリックしてください
※ PARENT COMPARTMENTは「<テナント名> (root)」
のままにするか、各社の作成ルールにしたがって
選択してください

①

④

②

ADBHOL
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Lab 2
Provisioning an Autonomous 

Database
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本章（Lab 2）について

• 本章では下記の内容を実施いただきます
–Autonomous Database(ADB) 管理画⾯の確認
–ADB インスタンスのプロビジョニング
– SQL Developer Web から ADB インスタンスへの接続

19
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ADB管理画⾯の呼び出し
① 右上のリージョンを任意で選択します

（リージョンを追加設定した場合）
② 左上のメニューボタンをクリックしま

す
③ サービスのリストから、

「Autonomous Transaction Processing」
または 「Autonomous Data 
Warehouse」をクリックします

④ COMPARTMENTを選択します。
（コンパートメントを作成した場合）

②

③

①

④
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ADBインスタンスのプロビジョニング

① 「Create Autonomous Database」
をクリックし、ADBインスタンス
の作成
パラメータ⼊⼒画⾯を表⽰します

①
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ADBインスタンスのプロビジョニング

① 以下の内容で設定します

• Compartment : ADBHOL

• Display Name : （任意）
• Database Name : （任意）

①
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ADBインスタンスのプロビジョニング

② 以下の内容で設定します

Workload Type : Transaction Processing

Deployment Type : Serverless

CPU Core Count :  1

Storage (TB) : 1

Auto Scaling ︓なし

②
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ADBインスタンスのプロビジョニング
③ 以下の内容で設定します

④ ⼊⼒内容を確認したら、
「Create Autonomous Database」を
クリックしてください

Username︓ADMIN （固定値／変更不可）
Password : （2回⼊⼒）
License Type* : License Included

③

④

(*)
Bring Your Own License︓
すでにお持ちのDBライセンスをCloudに持ち込ん
で利⽤する場合に選択します。割安にADBを利
⽤できますが有効なDBライセンスをお持ちでな
くこちらのタイプを選択するとライセンス違反
となります。
License Included︓
DBソフトウェアの利⽤料やサポート費⽤を含め
全てサブスクリプション形式で利⽤する場合に
選択します。
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ADBインスタンスのプロビジョニング

作成開始直後は画⾯左上の「ATP」アイコ
ンが⻩⾊”Provisioning”で表⽰されます
作成が完了するとATPアイコンが緑⾊
”Available” になります
※その他のステータスになった場合はお
声がけください

プロビジョニング中

利用可能
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ADBインスタンスへの接続
ADB はプロビジョニングすると APEX / 
SQL Developer Web などが構成されます。

① インスタンス詳細ページで
「Service Console」 をクリックして
ください。

② Service Console ウィンドウがポップ
アップされるので「Development」を
クリックしてください。

①

②
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ADBインスタンスへの接続

④

③ Development タブの中から、
「SQL Developer Web」 を
クリックしてください。

④ SQL Developer Web のウィンドウが
ポップアップされるので、以下の
内容で⼊れてください。

⑤ 「Sign In」 ボタンをクリックして
ください。

③

Username︓ADMIN
Password : （インスタンス作成時に指定したもの）

⑤
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ADBインスタンスへの接続

① クエリをワークシートに貼り付けます
② 「スクリプトの実⾏」ボタンをクリッ

クし実⾏します
※左隣の「⽂の実⾏」ボタンで実⾏しても構い
ません

③ エラーなく実⾏結果が返ってくれば確
認完了です

①

select username from user_users;

②

③

文の実行

スクリプト
の実行
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Lab 3
Loading Data from Object Storage
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本章（Lab 3）について

• 本章では下記の内容を実施いただきます
–Oracle Object Cloud上に事前配置したcsvファイルからのデータロード
本演習ではcsvファイルのロードに必要な情報を事前設定した環境を⽤い
てデータロードしていただきます。

※事前にプラスアルファの設定を実施いただく必要があるため、
そちらの内容に興味がある⽅は「Appendix」をご参照ください。

30
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Autonomous Database Cloud

31

アーキテクチャ

Oracle Exadata Cloud Service

Oracle Database Cloud Service

Express Cloud Service

Autonomous Database Cloud

Service Console

Built-in Access Tools

SQL Worksheet Oracle ML

Service Management

Autonomous Database

SQL Developer

Developer Tools

Data Integration
Services

3rd Party BI 
on-premises

Oracle Data Integration 
Cloud Service

3rd Party DI on 
Oracle Cloud Compute

3rd Party DI 
On-premises 

csvファイル

Lab3
大量データをロード
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オブジェクトストレージからADBにデータロード

① SQL Developer Web を開きます。

② ワークシートに、データロード⽤SQL
を⼊⼒します
※スニペットの”ここから”〜”ここまで”の範囲を編集せ
ずにそのまま貼り付けて実⾏できます

次ページ以降にスクリプトの解説を⽰し
ます

32

SQL Developerからロード用スクリプトを実行します

①

②
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オブジェクトストレージからADBにデータロード

CredentialをDB上に保存します

後続ステップのデータロード実行時にDBが
特定のOracle Object Storageにアクセスする
ための認証情報を定義します

credential_name:
DBに保存した認証情報を識別するための
名前

username:
Oracle Object Storageにアクセスするため
のユーザ名

password:
事前に設定したトークン

33

ユーザー名とTokenを、ADBに設定します

BEGIN
DBMS_CLOUD.CREATE_CREDENTIAL(

credential_name => 'WORKSHOP_CREDENTIAL',
username => ‘adb@handson.com’,
password => ‘xxxxxx'

);
END;
/

BEGIN
DBMS_CLOUD.DROP_CREDENTIAL(

credential_name => 'WORKSHOP_CREDENTIAL'
);

END;
/

参考）作成済みのCredentialを削除する場合

本設定はSKIP*

*事前承認リクエスト機能を利用のため
詳細は Appendix
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オブジェクトストレージからADBにデータロード

テーブル作成⽤のDDLを発⾏します

34

ADB上にロード先となる表を作成します

CREATE TABLE customers (
cust_id NUMBER NOT NULL,
cust_first_name VARCHAR2(20) NOT NULL,
cust_last_name VARCHAR2(40) NOT NULL,
cust_gender CHAR(1) NOT NULL,
<<中略>>
cust_credit_limit NUMBER,
cust_email VARCHAR2(50),
cust_total VARCHAR2(14) NOT NULL,
cust_total_id NUMBER NOT NULL,
cust_src_id NUMBER,
cust_eff_from DATE,
cust_eff_to DATE,
cust_valid VARCHAR2(1));

ALTER TABLE customers ADD CONSTRAINT customers_pk
PRIMARY KEY (cust_id);
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オブジェクトストレージからADBにデータロード

• COPY_DATAプロシージャを実⾏し、データをロードします。
<region>︓us-ashburn-1 や us-phoenix-1 など
<namespace>︓Object Storageコンソールに表⽰
<bucket>︓事前に作成したバケット

35

ADB上にデータをロードします

BEGIN
DBMS_CLOUD.COPY_DATA(
table_name=>'CUSTOMERS',
credential_name=>NULL,
file_uri_list=>'https://<region><namespace><bucket>//customers.csv',
format=>json_object(
'ignoremissingcolumns' value 'true',
'removequotes' value 'true',
'dateformat' value 'YYYY-MM-DD HH24:MI:SS',
'blankasnull' value 'true')

);
END;
/
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オブジェクトストレージからADBにデータロード

左記SQLコマンドで結果を確認します

36

ロード結果の確認

select count(1) from CUSTOMERS;
select * from CUSTOMERS where rownum <= 5;
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Demo
Online Scale-up
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まとめ
• ムダを抑える
–冗⻑で、⾼価で、リスクの⾼い ⼿作業でのデータベース管理作業をなくす
–効率よく ”従量課⾦” を活かすことで 運⽤コストを最⼤ 90% 削減

• データの安全性確保
– サイバー攻撃から守るアップデートをオンラインで継続適⽤
– フォールト・トレラントを実装 – メンテナンス時間含め継続運⽤

• ⾰新の推進
–即時のデータベースの準備や⾃動チューニングにより、新規アプリケーション開発を迅速化
– あらためて、業務上の価値最⼤化にフォーカス

38

ORACLE
AUTONOMOUS

DATABASE
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参考情報

• 基礎編（インスタンス作成、接続、データロード）
– https://speakerdeck.com/oracle4engineer/autonomous-data-warehouse-cloud-

handson-ji-chu-bian

• 様々なデータロードガイド
– https://speakerdeck.com/oracle4engineer/autonomous-data-warehouse-cloud-

handson-detarodobian

• チュートリアル : Oracle Cloud Infrastructure を使ってみよう
– https://community.oracle.com/docs/DOC-1019313

ハンズオンガイド

39

https://speakerdeck.com/oracle4engineer/autonomous-data-warehouse-cloud-handson-ji-chu-bian
https://speakerdeck.com/oracle4engineer/autonomous-data-warehouse-cloud-handson-detarodobian
https://community.oracle.com/docs/DOC-1019313
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Appendix

• Oracle Object Cloud 上に任意の csv ファイルを配置し、
データロードする場合の追加設定⽅法
–本編は事前承認リクエスト(Pre-Authenticated Request) の機能を利⽤
• https://community.oracle.com/docs/DOC-1019520#jive_content_id_3_

40

https://community.oracle.com/docs/DOC-1019520
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A.OCI Object Storage の設定

① 画⾯右上のProfileボタン（⼈型ア
イコン）をクリックし「User
Settings」をクリックします。

1. オブジェクトストレージアクセス用のユーザ名を取得

41

①
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A.OCI Object Storage の設定

② 表⽰されている名前部分を選択
してクリップボードにコピーし、
テキストファイルに保存してお
きます。

ユーザ名の前に“ociidentifier/”の
ような接頭辞が付加されている場
合がありますがこれを含めてユー
ザ名とします

1.オブジェクトストレージアクセス用のユーザ名を取得

42

②
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A.OCI Object Storage の設定

③「Auth Token」を押し、トークン
作成⽤の画⾯を表⽰します。

2.オブジェクトストレージアクセス用のAuth Tokenを生成

43

②
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A.OCI Object Storage の設定

④ 「Generate Token」を押します

2.オブジェクトストレージアクセス用のAuth Tokenを生成

44

③
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A.OCI Object Storage の設定

⑤ 「Description」を⼊⼒します。
⽤途に応じた概要を⼊⼒してく
ださい

⑥ 「Generate Token」をクリックし
ます

2.オブジェクトストレージアクセス用のAuth Tokenを生成

45

④

➄

atphandson
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A.OCI Object Storage の設定

Auth TokenはAPIでオブジェクトスト
レージにアクセスする時のパスワー
ドとして利⽤します。
このトークン(Token)は、作成時に⼀
度きりしか表⽰されません。紛失し
ないように必ず安全なテキストファ
イル等に保管してください。

⑦ Copy リンクを押すと、クリップ
ボードにコピーされるので、適切
な保存場所にペーストしてくださ
い

46

2.オブジェクトストレージアクセス用のAuth Tokenを生成

⑥
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①

A.OCI Object Storage の設定

① MENUから、Oracle Object Storage
サービス・コンソールにアクセス
します

47

3.オブジェクトストレージのバケットを作る



Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

②

A.OCI Object Storage の設定

② 「Create Bucket」を押します

3.オブジェクトストレージのバケットを作る

48
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③

A.OCI Object Storage の設定

③ Bucket名を設定します
その他の項⽬はデフォルトで構
いません

④ 「Create Bucket」を押します

3.オブジェクトストレージのバケットを作る

49

④
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A.OCI Object Storage の設定

① オブジェクトストレージ名のリ
ンクをクリックします

4.オブジェクトストレージにファイルをアップロードする

50

①
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A.OCI Object Storage の設定

②「Upload Object」をクリックします

4.オブジェクトストレージにファイルをアップロードする

51

②
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A.OCI Object Storage の設定

③ 「Browse」またはファイルのドラッ
グアンドドロップで、アップロード
したいファイルを選びます

④ 「Upload Object」を押します

＜本演習で使⽤するファイル＞
customers.csv をアップロードしてみ

てください

4.オブジェクトストレージにファイルをアップロードする

52

③

④

ファイルアップロード時、ブラウザはFirefoxをご利⽤ください
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A.OCI Object Storage の設定

⑤ ファイルがアップロードされま
した

4.オブジェクトストレージにファイルをアップロードする

53

customers.csv
soe_export.dmp
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A.OCI Object Storage の設定

Credential を登録します
credential_name:任意の名前
username:事前に取得したユーザ名
password:事前に設定したトークン

54

ユーザー名とTokenを、ADBに設定します

BEGIN
DBMS_CLOUD.CREATE_CREDENTIAL(
credential_name => 'WORKSHOP_CREDENTIAL',
username => ‘adb@handson.com’,
password => ‘xxxxxx'

);
END;
/

BEGIN
DBMS_CLOUD.DROP_CREDENTIAL(
credential_name => 'WORKSHOP_CREDENTIAL'

);
END;
/

参考）作成済みのCredentialを削除する場合
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A.OCI Object Storage の設定

事前定義した Credential (画⾯例︓
WORKSHOP_CREDENTIAL)を⽤いて、
COPY_DATAプロシージャを実⾏し、
データをロードします。
<region>︓

us-ashburn-1 や us-phoenix-1 など
<namespace>︓

Object Storageコンソールに表⽰
<bucket>︓

事前に作成したバケット

オブジェクトストレージからADBにデータロード

55

BEGIN
DBMS_CLOUD.COPY_DATA(

table_name=>'CUSTOMERS',
credential_name=>'WORKSHOP_CREDENTIAL',
file_uri_list=>
'https://objectstorage.<region>.oraclecloud.com/
n/<namespace>/b/<bucket>/o/customers.csv',
format=>json_object(

'ignoremissingcolumns' value 'true',
'removequotes' value 'true',
'dateformat' value 'YYYY-MM-DD HH24:MI:SS',
'blankasnull' value 'true')

);
END;
/
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Oracle Digitalは、オラクル製品の導⼊をご検討いただく際の総合窓⼝。
電話とインターネットによるダイレクトなコミュニケーションで、どんなお問い合わせにもすばやく対応します。

もちろん、無償。どんなことでも、ご相談ください。




